
No. 事業名 事業主体 事業目的 事業内容 採択決定金額

1
身近にある野草を
食卓につなげよ
う！！

弥生で野草塾

野草は身近にある食材だが、
奥が深く日常生活に取り入れ
るのは難しい。
専門家から四季の野草の知識
を得、調理の仕方を学び実践
へとつなげる。
更に、「養生」の知識を学ぶ
事で日ごろの食生活を見直す
場になるようにしていく。

季節の野草の採取、調理および
野草の特性や効能、養生につい
て学ぶ。

90,000

2
男のクッキングス
クール

男のクッキング
スクール

調理実習、他地域に学ぶ研修
会および郷土料理を継承し、
地域の住民との親睦を深め
る。
また、佐伯市がすすめている
オーガニックについて理解を
深めていく。

地元の食材やオーガニック野菜
を使った料理実習の開催するほ
か、地域住民から伝統料理を学
んだり、肉の加工場や野菜の栽
培現場などの視察。

110,000

3
無添加生活～から
だにやさしく免疫
力アップ～

弥生母親クラブ
ワイワイサークル

食を通して感染症やアレル
ギーに負けない体を、内側か
ら作っていく。

酵素ジュース、アレルギー食品
を代替品に置き換えた手作りパ
ン等の料理教室のほか、麹につ
いて学び塩麹作りに挑戦する。

130,000

4
食で繋ぐ　We Love
SAIKIプロジェクト

大分県立
佐伯豊南高等学校

佐伯の食の魅力を再発見！高
校生の力で佐伯のチカラを
UP！食で繋ぐ佐伯愛！

今年度は佐伯の魚に注目し、現
場見学や就業体験、商品開発な
どを通して、若者世代から魚の
おいしさや日常生活の中に取り
入れる楽しさを発信する。
また、SDGｓやアレルギー対策な
どを意識した学習・ワーク
ショップに取り組む。

110,000

5

小さな手でできる
こと～自分たちで
作り、口に入れる
まで～

しろやま
共同保育園

私たちの食育を深め、地域に
も広める

味噌作りを中心とした季節ごと
の体験イベント、親子で魚のさ
ばき方教室の開催。

100,000

6

親子で田植え手刈
りの米作り体験＆
大豆から育てる味
噌仕込み

食と子育てを
楽しむ会

土に触れ、食に触れることで
普段食べているものがどのよ
うに出来ているのか、子ども
たちと一緒に学び、体験、実
践していきながら選んで食べ
ることができる人を育ててい
きたい。

親子で田植え手刈りの米作り体
験（直川）に加え、第二市民農
園（女島）を借りて、大豆を育
てる。収穫後は味噌仕込みを行
う。

130,000

7 畑活＠佐伯 畑活佐伯チーム

田畑の共同作業により、地域
のコミュニティを作ってい
く。無農薬・無肥料でお米や
野菜を作る。

月に１回、野菜の種蒔きや味噌
作りなどのイベントを実施。

110,000

8
有機米と有機大豆
でオンリーワンな
手前味噌を作ろう

ジロー米作り道場

有機米と有機大豆をみんなで
育て、その米と大豆を使って
世界で一つだけの手前味噌を
仕込む。生産から加工までの
食の流れを知り、感謝の心を
養う。

米・大豆作りから味噌仕込みま
でを行う体験事業を実施。

100,000

令和４年度　食のまちづくり推進活動補助金　採択事業一覧



No. 事業名 事業主体 事業目的 事業内容 採択決定金額

令和４年度　食のまちづくり推進活動補助金　採択事業一覧

9
日本山人参を守る
会

日本山人参を守る会
絶滅の恐れのある日本山人参
を保護し、増やして薬草とし
て使用する。

自生の山人参の調査と栽培に取
り組む。また、山人参を広く
知ってもらうための試食会を開
催する。

90,000

10
食で鶴見盛り上げ
たい 海

アマ

音
ネ

の会
地元に伝わる食文化の継承と
地元食材の活用

昔ながらの味噌や漬物、豆腐、
まんじゅうなどの作り方を学ぶ
教室の開催。
さらに地元食材「ごまだし」を
使ったアレンジレシピ、養殖を
進めている真牡蠣や地元で取れ
る魚の料理を通して、鶴見の魅
力をSNSで発信する。

150,000

11

地松浦公民館食育
推進事業～食育活
動で地域を元気に
～

地松浦公民館

安全な食品をバランス良く摂
取することで、私たちは健康
な心身を保つことができま
す。今回の食育事業で健康
面、自炊の大切さ、魚食普
及、オーガニック野菜の推進
等の大事さを次世代に伝えて
いく。

Instagramを活用した情報発信教
室や旬の野菜を使った料理教室
等、さまざまな体験事業を実
施。

130,000

12
「食のまち佐伯」
サポート事業

食育サポート
おおいた

市内の食育拠点「さいき城山
桜ホール」のキッチンコート
とセミナーコートの活動を助
長・促進させるほか、市内外
に「食育のまち佐伯」や
「オーガニックシティー佐
伯」を広く発信することで、
豊かな自然の恵みへの感謝と
食への愛情あふれるクリーン
な地域のイメージの定着・向
上をめざすことを目的とす
る。

佐伯市内では、講演・研修・語
る会・料理教室の開催。
佐伯市外では、佐伯市のアンテ
ナショップ「KATARU」～かたる
～（福岡市）やおおいたオーガ
ニックマーケットでの情報発信
と紹介展示等を行う。

150,000

（予算額）1,400,000円　　　　　（採択金額合計）1,400,000円
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3 古田　智 佐伯市観光ブランド推進部　部長

※申し込み順

審査員について

河野　辰也 元佐伯市食育推進会議　会長

三浦　真実 食育コーディネーター


